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1973年に大学を出て、環境庁に就職してから満50年経った。環境三昧の半世紀だが、退官
した時に思ったことがあった。行政官は、他人の褌で相撲を取る、編集業のようなもの（そ

れでも大切で、仕事の優劣はあるが）と反省し、この10数年は、次の点を心がけている。

○自分で実行できることはしてみて、体験を解析。失敗も含めオリジナルデータなどを作
り、提供する。

○他人様の取り組みを見る場合も、外国の成功例の眼鏡だけで見るのではなく、日本の現
場固有の事情、特にまずい事情を見つけ、ボトムアップでその改善策を考えて提案する。

こうした体験や観察の報告を都度、足元からエコ！、小林光のエコ眼鏡、エコ買いな!?な
どといったコラム等で公表。
ちなみに、足エコは、再エネがテーマ、エコ眼鏡は生態系と共生するビジネス、エコかい
な?は、環境経済政策を、それぞれテーマにしている。

足エコは退官後すぐ始めて、既に、120回を超える報告になった。持続と中身?を、セン
ターが評価して下さり、感謝。

謝辞と本日の狙い



本日は、「現場の取り組みの阻害要因は何か」という視点で、要因を６つほど取り上げ
て、足エコなどで論じたことを振り返ってみたい。

ちなみに、足エコの120回分について、そのテーマを内容別に分類してみると、次のような
関心の分布だった（重複カウントをしています。）。



裏打ち不足、願望に偏る予測。バックキャスティングに隠れてリアリ
ズムにかける。

例えば、
・拙羽根木エコハウスでは、新築後積極的に取り組んだが20年以上を掛けてようやく70％
以上の省エネができた程度。温対計画上の住宅の目標、2013年比、2030年の66％削減に
はどのような成算があるのか。

・国の政策で確実に見込める削減量、そして、
都県レベルの施策で確実に見込める削減量、
その上での、基礎自治体や市民に望まれる
削減量が分からない（特に民生や運輸）。

暖
房



生のデータを得る努力の不足

・エネルギー事業の自由化を言い訳に、
市区町村レベルの電気やガスの消費
量が分からなくなっている。例えば、
世田谷区のＣＯ2排出量が減ったとい
う数値があっても、それは他の区の
削減努力のお陰で東京合計が減って、
その按分で世田谷も見かけ減ったの
かもしれない。

・吸収源の計算も、炭素蓄積量の増加
量をまじめに計算せず、施業面積に、
間伐による吸収量増加量を乗じて吸
収量とするような簡便法が横行して
いる（それが便法だという認識もな
いほど）。

・例えば、「クリーン」水素は、本当
にＣＯ2を減らせるか。

＊足エコ111回



既成事実・既得権を尊重。微温的な修正。

例えば、
・送電網では、早い時期に接続させた電源が優先的
に尊重される。

・FIT制度の下で、昔は安かった深夜電力を蓄電し
て昼に逆潮流して鞘を稼ぐ輩を防ぐため、今でも、
家庭用蓄電池からの逆潮流を受け入れるルールは
ない。

・電炉会社に上げDRを求めるが、電力の排出係数は、
通年の係数を押し付ける。

・FIT制度では、再エネ電力買い上げの原資を電力
の全消費者に割掛け。再エネ電力を使っている者
もさらにFITで再エネ電源増やしを強制的に支援
させられる。

＊足元からECO、108回



供給側に偏り、与件を疑わない工学的な
発想が横行。

・FIT制度は、旧一般電力会社が再エネ電源を買
いやすくするための「供給サイド」支援の制度。
他方、電力需要家には、再エネ電力を使わなけ
ればいけない動機がまだまだ乏しいので、再エ
ネ価値は高い評価を得られない。再エネ電力、
FIT電力だろうとなかろうと、卸売市場では、
エネルギー価値についてだけ価格が決まる。

・「クリーン」水素と化石燃料の値差に補助金を
交付する由。環境を汚す化石燃料に比べて支出
増が生じないように、環境を汚すことが少ない
燃料を提供するのが当然だ、という発想は、環
境使用料はタダであるべきという、反経済学的
発想。

＊足エコ第108回



独立変数や目的変数を絞った、短視眼的・部分最適的な発想が闊歩。

＊創エネ時報182号

例えば、
・窓の断熱によるCO2削減の限界費用は、

おそらく相当に高い。しかし、断熱
工事は、部屋の快適性、健康への貢
献、災害時の安全性などの多大な便
益を得るべく行うもの。したがって、
CO2削減のための費用として計上され
るべき支出額は、本当は、ごく僅か
ではないか。

・節水に伴うCO2削減、リサイクルに伴
うCO2削減、カーシェアに伴うCO2削減
など、コ・ベネフィット満載のソ
リューションはたくさんある。

・PVパネルの義務付けなどは逆進的、
という批判があるが、低所得層への
福祉対策強化のポリシーミックスこ
そが考えられるべき。



ミクロに拘泥し、マクロを経営する想像力・大局観がない。

例えば、
・環境にお金を使うとバランスシートが悪くなるので、建前は分かるが、支
出は切り詰めたい、という議論はよく聞くが、新しい世の中へ移るための
投資をするんだ、という意見は少ない。

・昭和の時代の、産業公害対策のための
排煙脱硫装置や排煙脱硝装置の設置は、
生産を迂回的にしたが、公害防止装置
産業を育て、GDP的には、成長に貢献。

・東京は建て込んでいて陽当たり悪く、
太陽光発電に向かないのに、その設置
を義務付ける条例はひどい条例だ、と
いう議論があるが、稼いでいる人こそ
重い環境保全義務を背負うべき。



では、成功を増やすためには

現場の人には：
 多数の変数、多数の目的変数、多数のアクターを考慮に入れる多次元

の現実主義
 未来に関する夢を持ち、それへの投資と理解し、もっと多くの満足を
 現場のディテールの公開、共有化

お役人には：
 アウトカムについてのKPIをきちんと作ろう。特にネイチャーポジ

ティブ
 ルールメイキングは役人しかできない。これを進んで行い、皆が喜ん

で力を出せる舞台を用意する。

ご清聴、ありがとうございました！
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